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本研修はお茶の水女子大学中級中国語教材開発の内容を構築することを目的としている。 

欧米や韓国では中国語教育に国策的に力を入れはじめている。日本の大学では学習者数こそ多いも

のの、国際的コミュニケーションを目標に設定した中国語教育が行われているとは言えず、教材や教

育方法の開発も遅れている。現在日本の大学で使用されている中国語教材には多くの問題があるが、

特に中級教材は、初級教材とのレベルの差が大きい、到達目標が明確でなく、聞く、話す、読む、書

くの四技能を総合的に養成する内容になっていない、など、問題が大きい。初級、中級の一貫した中

国語教育を行い、使える中国語、上のレベルにつながる中国語を修得させるために、本学独自の教材

開発が不可欠であり、特に中級教材の開発が急務である。四技能のバランスを考慮した教材開発では

英語教育が先行しており、先進的実践地であるロンドン大学で第二言語教育の研修を行い、最新の教

材作成法を調査し、本学独自の中級中国語教材のアウトラインを構築した。 

具体的には、中級中国語テキストの内容や、練習問題、文法説明及びクラス活動などの種類を、毎

回のレッスンに学習者に過重負担にならないように、レッスン前後だけでなく、聞く、話す、読む、

書くの四技能の間にも相互関係を保ちながら、単語の数や学習の難易を考慮し、科学的な学習（つま

り結果が数えられるような学習）内容を編成することができた。さらに、四技能の其々のユーニット

に最新の教授法を挿入し、コミュニケーションの実践できるような四つの技能を入れ込んだテキスト

のアウトラインを構築することができた。 

現在、中文の宮尾先生及び伊藤美重子先生と共同で、本学独自の教材作成に着手し、来年度の完成

を目指しています。 


